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1. 研究成果の概要

①神戸ユニオン教会での

史資料整理・調査

(A)史料群のスキャ

ンと写真撮影
(B)史料群の保存作業

分析と成果

次ページ参照

実際の活動

(A) 2025年2月の一斉スキャン作業：

ドイツ語史料のスキャン完了

(B) 2024年4月から2026年2月までの毎月一

回日曜日に保存作業を実施：

2026年2月に作業完了

実際の史資料整理の様子
(A)一斉スキャン作業 (B)史料保存作業

研究活動の構造と概要



1. 研究成果の概要

• 開催日：2024年12月1日 於：立命館いばらきフューチャープラザ

1階カンファレンスホール

• 神戸ユニオン教会での史料整理・調査事業について学術的な報告を

行う最初の企画。①本事業の成立から現在に至るまでの過程と所蔵

されているドイツ語史料の紹介、②専門的見地からの史料保存の方

法、③明治期から20世紀初頭までのドイツによる日本でのプロテス

タント伝道、④1930年代以降の神戸ユニオン教会、⑤ナチ期の神戸

ユニオン教会というトピックで、事業従事メンバーが報告を行った。

②学術

シンポジウム

シンポジウムの様子



1. 研究成果の概要

• 実施期間：2025年8月1日～9月5日

• ドイツを中心とした中央ヨーロッパでの史料調査を実施した。具体的には、

林祐一郎、森本恵一、西崎明美の3名が渡欧し、現地の図書館・文書館（バイ

エルン国立図書館、在東アジア・ドイツ人生活研究協会、ベルリン国立図書

館など）での調査に従事した。

③ドイツ・中欧

での史料調査

史料調査の様子



1. 研究成果の概要

• 実施期間：2025年6月28日 於：三ノ宮周辺

• 建築史家の川島智生氏をガイド役として招聘し、三ノ宮周辺の重要建築をめぐるガイドツアー

を実施した。フロインドリーブ生田本店（旧神戸ユニオン教会）、異人館街の歴史的建造物、

神戸聖ミカエル教会などをガイド付きで見学した。関西圏からの参加者が多かった。

④ガイドツアー(1)

• 実施期間：2026年2月28日～3月1日 於：三ノ宮周辺および神戸大学六甲台第一キャンパス

• 同じく川島智生氏のガイド。初日は、三ノ宮周辺で坂井家住宅、風見鶏の館、神戸バプテスト

教会などを見学した。2日目は、神戸大学にて本館貴賓室、兼松記念館、社会科学系図書館を内

部見学した。関西圏外からの参加者が多く、彼らは神戸でのホテル泊を行った。

⑤ガイドツアー(2)

ガイドツアーの様子



1. 研究成果の概要

• 開催日：2026年3月1日

• ドイツを中心とした中央ヨーロッパでの史料調査を実施

した。具体的には、林祐一郎、森本恵一、西﨑明美の3名

が渡欧し、現地の図書館・文書館（バイエルン国立図書

館、在東アジア・ドイツ人生活研究協会、ベルリン国立

図書館など）での調査に従事した。

⑦公開講座

公開講座の様子



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

(A) 神戸の欧米系コミュニティに関する歴史研究の進展

• 一次史料および二次文献を用いた神戸ユニオン教会の成立と展開の調査により、神戸市域における欧米系コミュニティの形成過程

• 1870年代から1940年代における、神戸ユニオン教会創設およびそこを拠点としたプロテスタント聖職者および信徒の動向

• 上記2点の解明の進展により、今後の史資料整理・調査事業に向けた重要な基礎研究に寄与

(B) 神戸ユニオン教会の史料群の利用可能性向上

• ドイツ研究と史資料整理の専門家から構成されたチームによるドイツ語史料の目録化を実施。すべてのドイツ語史料の内容を確認後、各ファイル

に記載の史料の基礎情報（表題、作成年、形態など）をエクセルファイルに入力。57のファイルからなるドイツ語史料について、基礎情報および

詳細な目次の目録化を完了。

• ドイツ語史料について、全ファイルのスキャンとデジタル化を実施、完了した。

(C) 観光資源としての活用可能性向上

• 「神戸2025ビジョン」の基本目標3 多様な文化・芸術・魅力づくり

• 従来は情報が積極的に公開されなかった神戸ユニオン教会の歴史の解明により、神戸における欧米系プロテスタント住民をめぐる記憶と文化を、

当事者とその子孫またその他の市民と共有することが可能になる。明石町の最初の教会堂や生田町の旧教会堂（現フロインドリーブ本店）に関す

る史料と記憶の歴史化は、国際都市神戸の文化の保存および発信を見据える上でも重要。

• 「神戸2025ビジョン」の基本目標7 多様な市民の参画による地域コミュニティの活性化

• 神戸ユニオン教会による積極的な支援および信徒の整理事業参画は、同教会をめぐる記憶と議論が活性化に寄与している。特に企画展には、信徒

以外の住民を含めて多数の市民が観覧に訪れ、教会の歴史に対する関心を喚起した。



３. 研究開始当初の背景

(1) 神戸をめぐる課題

• 神戸をめぐる課題のひとつは、開港以来のキリスト教圏出身者から構成されるコミュニティに関する歴史研究の不十分さ、またそれを

基礎とした観光資源としての活用不足が挙げられる。

(2) 神戸ユニオン教会の史料群の重要性

• ユニオン教会所蔵の史料群の整理・分析とその成果公表が巨大なインパクトとなりうる。この教会には、神戸におけるキリスト教圏出

身者のコミュニティ形成・維持の過程を知るうえで第一級の史料が膨大に所蔵されている。それらを分析し、論文やシンポジウムなど

でその成果を発表することで、神戸市域に関する地域史を大幅に更新することが期待される。とりわけ、「欧米を中心としたキリスト

教圏出身者が神戸でどのような歴史を歩んだのか」が明らかになることは、多様性にあふれた魅力ある「多文化都市神戸」のさらなる

実態形成に貢献するものである。この点は「神戸2025ビジョン」の基本目標3に合致する。

(3) 史料群の学術的な利用や観光資源としての活用

• 「神戸2025ビジョン」の基本目標7に関連して、観光産業への貢献も重要である。すでに過年度事業では、神戸大学にて企画展を実施

したが、それは300名を超える来場者を記録するなど成功をおさめた（報告書参照）。今次計画においては、現フロインドリーブ（旧会

堂）での追加の企画展、市民を対象とした公開講座、研究成果に依拠したガイドツアーなど、「多文化都市神戸」の特色をより前面に

押し出した事業展開を構想している。そうした観光関連事業を展開する際には、先行事例として、神戸に類似した国際都市である長崎

市を対象とした観光学による豊富な人文社会の諸研究を参照する。



4. 研究の目的

本事業の目的

• 本事業の目的は、神戸市域におけるキリスト教史の展開を史料に基

づいて実証的に整理・分析し、それを神戸の観光事業の拡大に活用

することにある。

神戸ユニオン教

会の中心性

• 申請書にて課題としては以下の4点があり、それに沿う形で本事業

を実施した。①整理・調査事業の深化、②研究成果のさらなる公開、

③国内外での追加調査や展示会の実施、④国外の研究組織との連携。



５. 研究の方法

• 神戸ユニオン教会での史資料の整理・目録作成・電子化

•膨大な史料の整理および目録作成には多くの人員が必要となる。協力研究者としては、神戸大学名誉教授の大津留厚（ハ

プスブルク近代史）、大阪大学准教授の中村綾乃（ドイツ＝東アジア関係史）、神戸大学特命講師の井上舞（史料整理の

専門家）が参画する。また以下の大学院生・ポスドクが整理事業に参加した：林祐一郎（京都大学）、中辻柚珠（現立教

大学）、森本恵一（大阪大学）、西崎明美（神戸大学）、河合竜太（現駒沢大学）

主たる活動

•月に1回程度、その都度動員可能な人員で神戸ユニオン教会を訪問し、作業を実施する。

• 1回の訪問につき、5～6時間程度の作業を行う予定である。

活動概要

•観光活用における貢献を目指して、ガイドツアーと市民講座を実施する予定である。

ガイドツアー・市民講座の開催

• 2025年夏に、主にドイツにおいて史資料調査を実施する計画である。主に日本に居住していたドイツ人に関する史資料を

収集することを目的とする。

国外での史資料調査



６. 研究成果

①神戸ユニオン教会での史資料整理・調査・学術シンポジウム

• (A) 神戸の欧米系コミュニティに関する歴史研究の進展

• (B) 神戸ユニオン教会の史料群の利用可能性向上

• (C) 神戸ユニオン教会の史料群の研究分析の深化

②ガイドツアー・市民講座

• 本事業の研究成果の発信方法として非常に大きな役割を担った。ガイドツアーについては、建築史家の川島智生先生（神戸情報大学院大学

客員教授）にガイドをお願いし、2025年6月28日と2026年2月28日～3月1日の二度にわたって実施した。またガイドツアーと並行して、3

月1日に市民公開講座を開催し、本事業の概要とその成果について広く市民に広報した。（個別の発表題目については実績報告書参照）

③ドイツでの史資料調査

• 2025年夏に、主にドイツにて神戸ユニオン教会と神戸の欧米系コミュニティに関する史料群の収集とフィールドワークを実施した。調査対

象の史資料は、神戸ユニオン教会の史料と突き合わせることでより複眼的な歴史把握を可能にする資料群である。この史資料調査により、

本事業の学術的可能性が大きく押し上げられた。
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